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揉圃惑霜
わちうかどにはふくきたる

いつも和やかで笑いを絶やさない家や

いつも明るく笑顔を絶やさない人には、

自然と手稿が訪れるでしょう。

歯質町徳俵・轍まつり
12月1日にふれあいの里で遠賀町健康・福祉まつりが行なわれました。

遠賀園の皆さんによる器楽演奏など様々なアトラクションや健康相談、高齢

者疑似体験といったイベントを来場した皆さんが楽しんでいました。

健康　福祉ま　りま
i　　乙章二●ヱ �健康・福祉まつりは、人権週間と障害者週間に合わせて開催され、健康や 福祉の大切さを教えてくれます。 



（平成14年1月）
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健康・福祉まつり

整茎三言三善］
少年相撲大会

祈
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
町
政
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
国
内
に
お
い
て
は
日
本
経
済
の
長
引
く
不
況
を
背
景
に
、
露
酢
食
品
の
宙
榊

偽
装
事
件
や
株
価
の
空
前
の
下
落
な
ど
の
暗
い
話
題
、
世
界
的
に
も
イ
ラ
ク
の
核
疑
惑
や
北
朝
鮮

の
柱
致
問
題
な
ど
先
行
き
不
透
明
な
話
題
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
日

本
が
涙
腺
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
す
る
快
挙
を
遂
げ
、
ま
た
、
二
人
が
同
時
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受

賞
す
る
と
い
う
、
私
達
に
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
の

大
き
な
活
力
と
な
り
、
自
信
に
つ
な
が
る
こ
と
と
信
じ
て
い
ま
す
。

皆
様
も
ご
存
知
の
と
お
り
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
遠
賀
町
で
は
昨
年
度
に
策
定
し
た
第
4
次
総
合
計
画
を
も
と
に
住
み
ょ
い

町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
年
は
、
公
共
下
水
道
の
一
部
供
用
開
始
、
長
年
の
懸
案

事
項
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
遠
賀
川
駅
前
の
混
雑
を
解
消
す
る
た
め
の
駅
前
広
場
の
整
備
、
ま
た
、

一
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
住
居
表
示
に
つ
き
ま
し
て
、
洩
木
・
東
和
苑
地
区
、
芙
蓉
及

び
若
葉
台
地
区
に
お
け
る
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、
芦
屋
町
や
岡

垣
町
か
ら
合
併
に
向
け
て
新
た
な
動
き
が
出
て
い
ま
す
が
、
私
と
し
ま
し
て
は
遠
賀
郡
4
町
合
併



町民文化祭
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釜飯禿轟④
謹撰間

21世紀になって2年目の

2002年。皆さんにとって

どのような年でしたか。
町内ではいろんな笑顔が

見かけられました。

夏祭り盆踊り大会ニュージーランドからのホームステイ

が
あ
る
べ
き
姿
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
遠
賀
町
ら
し
さ
を
持
ち
続
け
、
皆
様

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
あ
る
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
願
い
ま
し
て
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

同、－

、ヽ、

平
戊
十
五
年
元
旦

遠
賀
町
長高

　
山
　
和
　
幸

豊
艶



マイホームをローンで取得したときは　住宅借入金等特別控除

住宅ローンなどを利用してマイホームを新築・増改築などをしたときや、中古住宅を購入

したときには、下記の要件に当てはまれば住宅借入金等特別控除を10年間受けられます。な

お、サラリーマンは1年目に確定申告をすれば2年目からは年末調整で済みます。

※入居年月日が平成13年6月

30日以前の場合は、控除額

の計算方法や控除を受ける

ための要件が異なる場合が

あります。

※入居した年とその年の前後

2年以内に譲渡所得の課税

の特例（3千万円の特別控

除、買換え・交換の特例な

ど）を受けた場合は、この

控除を受けることができま

せん。

住宅借入金等特別控除の要件
◇新築した場合
①住宅取得後6か月以内に入居し、引き続き住んでいる。

②住宅の床面礫（登記面秋）が50証以上。

③床面積の2分の1以上が自分の居住用。

④控除を受ける年の所得金額が3千万円以下。

⑤民間の金融機関や住宅金融公庫などの住宅ローンなどを利用している。

⑥ローンの返済期間が10年以上で月賦のように分割して返済している。

◇中古住宅を購入した場合（①～⑥に加えて）
⑦取得の日以前20年以内（耐火建築物については25年以内）に建築されたもので

建築後使用されたことがある。

◇増改築した場合（①～⑥に加えて）
⑧増築、改築、大規模の修繕・模様替えの工事で一定の証明がされている。

⑨工事費用が100万円を超えている。

⑩自分の居住用部分の工率費が総額の2分の1以上である

●必要なもの
▽新築・中古住宅腫人の場合

①平成14年分の源泉徴収票

②世帯全員の住民票の写し（平成15年1月1日以後発行したもの）

③住宅購入時に借入れた金額の年末残高などを証明する語頭

④家屋の登記簿謄（抄）本（法務局で発行）

⑤家屋の取得年月日、取得価額、増改築の年月日、増改築の費用がわかる書類の写し

（請負契約書や売買契約蕾など）

（㊦印鑑（認印）

⑦振込先の金融機関・口座番号

▽同時に土地の控除も受ける場合（①～⑦に加えて）

⑧敷地の登記簿勝（抄）本

⑨敷地の取得年月日・価格などがわかる書類（分譲の契約書など）

▽増改築した場合（①～⑦に加えて）

⑩建築確認通知書か、検査済証の写し、または建築士にもらった増改築等工事証明書
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所
得
税
の

運
船
虫
葛
書

（
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
で
取
得
し
た
人

言
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

○
災
害
な
ど
を
受
け
た
人

○
中
途
退
職
し
て
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
人

こ
ん
な
人
は
確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



多額の医療雷を支払ったときは　　医療費控除

病気やけがなどで多額の医療費を支払った場合は医療費控除が受けられます。
ただし、美容整形や健康診断の費用、疾病予防や健康増進のための医薬品や健康食品の購入費用などは含まれません。

●必要なもの
①平成14年分の源泉徴収票

②支払った医療費の領収書　（平成14年1月1日～12月31日までの領収日付のあるもの）
※寝たきりのためのおむつ代は、要介護認定に伴い役場が発行した証明書、または医師の「おむつ使用証明書」が必要です。

③保険などで補でんされた場合、金額がわかる明細書等

④印鑑（認印）
⑤振込先の金融機関・口座番号
※医療費の内訳と、領収書の合計金額を内訳書に記入しておいてください。（内訳書は役場税務課にあります）

注　意
平成14年中に支払った国

民年金納付額を社会保険料の

控除にする場合は、必ず領収

書（口座振替の人は領収済通

知書）を持参してください。

◆問い合わせ◆

若松税務署
℡093（761）2536

役場税務課
℡（293）1234

2月17日（月）から始

まる確定申告の日程など

は、1月25日号でお知ら

せします。
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匪療寅控隙額（最高200万円）
の計算方法

医療費控除額＝A－B－C

Aその年中に支払った医療費

D保険などで論叢される金額

C10万円または所得額の5％
のどちらか少ない金額

年の途中で中途退職し、年末調整を受けていないなら　確定申告で精算

平成14年中に中途退職し、年末調整を受けていない場合、確定申告をして所得税の精算をす

る必要があります。精算をすれば、給与から引かれていた源泉徴収税額が戻ることがあります。

●必要なもの

①平成14年分の源泉徴収票　②社会保険料・生命保険料i損害保険料などの控除証明書

③印鑑（認印）　　　　　④振込先の金融機関i口座番号

災害などを受けたときは　経線控除

風水害・火災・落雷などの自然災害、盗難または横領などで損失を受けた場合は

雑損控除が受けられます。

◆要　件

①生活に通常必要な資産（住宅・家財など）の損失

②損失の金額が所得合計金額の10％以上（災害関連支出ま5万円以上）

●必要なもの

①平成14年分の源泉徴収票

②損害を受けた原因がわかる書類（擢災届、盗難届の写しなど）

③損失額の明細書と領収書　④保険などで補填された金額がわかる書類

⑤印鑑（認印）　　　　　　⑥振込先の金融機関・口座番号

●
対
象
　
給
与
や
年
金
の
源
泉
所
得
税

が
還
付
に
な
る
人

※
次
の
人
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

▽
事
業
を
営
ん
で
い
る
人

▽
生
命
保
険
な
ど
の
営
業
職
員

▽
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

▽
不
動
産
な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
る
人

▽
原
稿
料
な
ど
の
収
入
が
あ
る
人

纏
得
墓
ほ

っ
ミ
ュ
こ
す
イ
1
日
シ
タ
ー
で

2
月
1
7
日
（
月
）
か
ら
始
ま
る
確
定

申
告
の
時
期
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、
還

付
申
告
は
で
き
る
だ
け
左
記
の
期
間
中

に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

●
と
き

1
月
如
日
（
木
）
～
2
月
7
日
（
金
）

※
2
月
1
日
　
（
土
）
・
2
日
　
（
日
）
・

5
日
　
（
水
）
　
は
お
休
み
で
す

午
前
9
時
0
0
分
～
日
時
3
0
分

午
後
1
時
～
3
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
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中
間
市
と
遠
賀
町
の
境
に
建
設
中
の

公
共
下
水
道
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
、
い

よ
い
よ
稼
勤
し
ま
ず
。
こ
れ
に
伴
い
現

在
下
水
道
管
の
工
事
を
し
て
い
る
遠
賀

町
の
南
部
地
域
（
浅
木
、
東
和
苑
、
芙

蓉
、
木
守
の
一
部
、
虫
生
津
の
一
部
、

緑
ヶ
丘
の
一
部
）
で
平
成
1
5
年
の
夏
頃
か
ら
公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
か

ら
問
い
合
わ
せ
の
多
い
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

」
繍
他
◎
捷
㊨
◎
」

．優麗　　（」

道
路
な
ど
の
公
共
用
地
に
あ
る
公
共

桝
ま
で
は
役
場
が
工
事
を
し
ま
す
が
、

ト
イ
レ
の
改
造
を
は
じ
め
と
す
る
宅
地

内
の
排
水
設
備
工
事
　
（
水
洗
化
の
た
め

の
工
事
）
　
は
皆
さ
ん
で
実
施
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

①
現
在
、
ト
イ
レ
が

汲
み
取
り
の
場
合

改
造
工
事
の
費
用
は
家
や
敷
地
の
大

き
さ
、
形
、
水
ま
わ
り
（
風
呂
、
台
所
、

ト
イ
レ
な
ど
）
　
の
配
置
や
便
器
の
種
類

で
変
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
一
般
的
な
設

備
を
使
っ
た
場
合
の
試
算
　
（
数
地
約
2

0
〇
五
、
平
屋
住
宅
）
　
で
は
、
約
6
5
万

円
～
7
5
万
円
程
度
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

内
訳
は
ト
イ
レ
の
改
造
費
に
約
0
0
万

円
、
排
水
管
等
の
敷
設
費
に
約
2
5
～
3
0

万
円
、
そ
の
他
の
費
用
に
約
的
～
1
5
万

円
程
度
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

特
に
便
器
は
種
類
が
多
い
の
で
、
捕

物
に
よ
っ
て
改
造
の
た
め
の
金
額
が
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。

②
現
在
、
合
併
浄
化
槽
を

設
置
し
て
い
る
場
合

既
存
の
合
併
処
理
浄
化
槽
か
ら
公
共

下
水
道
へ
の
つ
な
ぎ
替
え
は
、
約
1
7
万

円
～
2
5
万
日
程
度
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

③
排
水
設
備
の
工
事

排
水
設
備
の
工
事
は
、
不
完
全
な
工

事
だ
と
　
「
下
水
が
流
れ
に
く
い
」
　
「
管
が

つ
ま
る
」
　
「
に
お
い
が
家
の
中
に
入
る
」

と
い
っ
た
こ
と
が
高
楼
皆
さ
ん
に
ふ
り

か
か
っ
て
来
る
と
同
時
に
、
公
共
下
水

道
も
本
来
の
機
能
を
果
た
せ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
町
が
指
定
し
た
　
「
指
定
工

事
店
」
　
で
工
事
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。



もうすぐ使えます鶴難関彊

受益者負担金の試算

受　益　地　面　縮 �受蓋害負担金額 �1回あたりの納入額 

200巾（約60坪） �100．000円 �5．000円 

250証（約75坪） �125．000円 �6．250円 

300両（約90坪） �150．000円 �7．500円 

330面（約100坪） �165．000円 �8．250円 

遠賀町下水道
マンホールの蓋

島響

●問い合わせ●

下水道課
℡（293）1234

7（∽

▲
田
－四

囲
圏ii「
騨

公
共
下
水
道
施
設
設
軽
に
か
か
る
莫

大
な
費
用
は
、
国
や
県
の
補
助
金
を
は

じ
め
、
町
全
域
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
税
金
等
で
賄
わ
れ
ま
す
。
こ
の
お
金

を
一
部
の
地
域
に
、
集
中
的
に
投
入
す

る
こ
と
は
、
公
共
下
水
道
が
ま
だ
使
え

な
い
地
区
の
人
か
ら
見
れ
ば
負
担
の
公

平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
公
共
下
水
道
を
利
用
で
き
る
区
域

の
み
な
さ
ん
に
、
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
制
度
が
受
益
者
負
担

金
制
度
で
す
。

受
益
者
負
担
金
の
金
額
は
、
受
益
地

1
証
に
つ
き
5
0
0
円
で
す
。
2
0
0
証

（
約
0
0
坪
）
　
の
土
地
の
場
合
、
受
益
者
負

担
金
額
は
1
0
万
円
に
な
り
ま
す
。
支
払

い
方
法
は
5
年
払
い
　
（
1
年
に
4
回
）

で
、
計
2
0
回
　
（
負
担
金
が
1
0
万
円
の
場

合
は
1
回
の
納
付
額
は
5
千
円
）
　
で
お

支
払
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
を
完
納
し
て
い
た
だ

い
た
土
地
は
、
親
か
ら
子
へ
と
名
義
が

変
わ
っ
て
も
権
利
は
継
続
さ
れ
ま
す
し
、

税
金
と
違
い
一
筆
の
土
地
に
か
か
る
の

は
一
度
だ
け
で
す
。

一
方
、
農
地
な
ど
の
場
合
は
申
請
に

よ
り
負
担
金
の
徴
収
を
猶
予
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
公
民
館

や
基
地
な
ど
の
土
地
は
、
申
請
に
よ
り

受
益
者
負
担
金
を
減
免
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

な
お
、
東
和
苑
や
芙
蓉
な
ど
の
団
地

浄
化
槽
地
区
で
、
町
が
団
地
浄
化
施
設

を
引
き
取
る
際
に
負
担
金
を
支
払
わ
れ

て
い
る
土
地
に
は
、
公
共
下
水
道
受
益

者
負
担
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

▲
題
「

饉
鰭
　
曲目

喝

家
庭
の
水
洗
化
工
事
が
終
っ
て
、
公

共
下
水
道
に
接
続
が
済
み
、
下
水
道
が

使
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
毎
月
下
水
道

の
使
用
料
を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
や
ポ
ン
プ
場
な
ど
の

下
水
道
施
設
は
2
4
時
間
稼
動
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
施
設
が
い
つ
も
き
ち
ん

と
働
く
た
め
に
は
、
維
持
管
理
費
や
電

気
代
な
ど
の
運
転
費
用
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
下
水
道
使
用
料
は
、
こ
れ

ら
の
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

使
用
料
は
1
か
月
に
つ
き
均
等
割
額

の
5
0
0
円
と
汚
水
量
1
立
方
メ
ー
ト

ル
当
た
り
1
1
6
円
を
足
し
た
金
額

（
別
途
消
費
税
が
か
か
り
ま
す
）
　
で
、
請

求
は
、
上
水
道
と
下
水
道
の
使
用
料
を

合
算
し
て
請
求
し
ま
す
。

※
汚
水
塁
は
水
道
水
の
使
用
量
で
算
足

し
ま
す
。
遠
賀
町
で
の
平
均
的
な
水

道
使
用
水
量
は
約
2
5
立
方
メ
ー
ト
ル

で
す
の
で
、
こ
の
場
合
の
1
か
月
の

下
水
道
使
用
料
は
3
4
0
0
円
で
す
。

た
だ
し
、
転
入
な
ど
の
場
合
で
汚
水

の
量
が
は
っ
き
り
す
る
ま
で
は
、
均

等
到
頭
も
含
め
1
か
月
1
2
0
0
円

で
す
。
（
別
途
消
費
税
が
か
か
り
ま
す
）

井
戸
水
使
用
の
場
合
は
計
算
方
法
が

違
い
ま
す
の
で
、
役
場
下
水
道
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲
甲
i
 
J

．
鴨
闇
嶋

公
共
下
水
道
が
使
用
可
能
に
な
る
地

区
は
、
地
区
ご
と
に
そ
の
つ
と
説
明
会

を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

▽
説
明
会
の
開
催
予
定

（
と
き
・
と
こ
ろ
）

●
緑
ヶ
丘

1
月
1
2
日
　
（
日
）

緑
ヶ
丘
公
民
館

●
浅
木

1
月
1
9
日
　
（
日
）

浅
水
公
民
館

●
虫
生
達

1
月
2
0
日
（
月
）

虫
生
津
公
民
館

●
木
守

1
月
2
3
日
（
木
）

木
守
公
民
館

午
後
1
時
～

午
後
1
時
0
0
分
～

午
後
7
時
～

午
後
7
時
5
0
分
～

A
馴
乳
類
置
　
望

′
摺
ほ
ぼ
時
日

下
水
道
工
事
を
行
な
っ
て
い
る
問
は
、

関
係
地
区
の
み
な
さ
ん
に
こ
不
便
を
お

か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
下
水

道
事
業
は
今
の
自
分
た
ち
の
た
め
だ
け

で
な
く
、
き
れ
い
な
川
を
取
り
戻
し
、

美
し
い
自
然
と
快
適
な
生
活
環
境
を
子

供
や
孫
た
ち
に
伝
え
る
た
め
、
更
に
進

め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な

事
業
で
す
。

私
た
ち
が
今
何
を
す
る
か
で
子
供
た

ち
の
未
来
が
変
わ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
下
水
道
事
業
へ
の
ご
理

解
と
こ
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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みんなに読んで働かせたい

絵本の読み聞かせ講座発表会
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（∽8

本の読み聞かせ講座の受講者国
による発表会が、11月22日に遠賀町

図番館で行なわれました。講座は平

成14年9月13日から11月22日まで

行なわれ、発表会には南部保育園の

園児たちを招いて絵本の読み聞かせ

や紙芝居を披露しました。

毎週土曜日に図書館で行なわれて

いる絵本の読み聞かせのボランティ

アの人たちを育てるために募集した

ところ、32人の応募がありました。

他町からの参加者もみられ、みんな

秋横間に請座を受けているそうです。

これからもたくさんの人に絵本の

おもしろさを広げていってください。

（
右
）
　
大
庭
公
子
さ
ん

嶋
∴
「
ノ
∴
エ

（
左
）
　
泉
原
種
津
美
さ
ん

国
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
1
2
月
5
日
か

一
人
で
は
世
界
を
狙
え
ま
せ
ん

ー
　
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
世
界
大
乱
則
別

－

ら
開
催
さ
れ
た
世
界
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
選

手
権
大
会
で
遠
賀
町
勤
労
者
体
胃
セ
ン

タ
ー
に
所
属
の
大
庭
公
子
さ
ん
が
女
子

7
5
鴫
級
で
3
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

記
録
は
1
3
2
・
5
鴫
と
前
回
の
全

国
大
会
優
勝
時
の
記
録
、
1
3
5
鴫
よ

り
も
落
ち
て
は
い
ま
す
が
、
世
界
大
会
と

い
う
の
は
、
も
の
す
ご
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

の
中
で
の
戦
い
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

「
1
回
も
上
げ
ら
れ
ず
に
失
格
し
て

し
ま
っ
た
ら
、
応
援
し
て
く
れ
て
い
る

皆
さ
ん
や
、
泉
原
さ
ん
、
石
川
君
に
申

し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
疲

れ
と
緊
張
で
自
信
が
揺
ら
い
で
い
た
ん

で
す
」
　
と
語
る
大
庭
さ
ん
。

セ
コ
ン
ド
と
し
て
、
泉
原
種
津
美
さ
ん

と
、
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
で
ジ
ュ
ニ
ア
日
本

新
記
録
を
出
し
た
石
川
拓
也
さ
ん
が
同

行
し
ま
し
た
。
「
泉
原
さ
ん
が
大
丈
夫
と

言
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
気
持
ち
が
落
ち

着
き
、
3
回
目
は
す
ん
な
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
同
年
以
上
も
つ
き

あ
っ
て
い
る
の
で
、
も
の
す
ご
い
安
心

感
と
信
頼
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
ね
。
セ

コ
ン
ド
が
他
の
人
だ
っ
た
ら
き
っ
と
世

界
な
ん
か
狙
え
ま
せ
ん
よ
」
　
大
庭
さ
ん

と
泉
原
さ
ん
は
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま

した。勤
労
者
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
は
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
な
の
で
、

皆
さ
ん
も
気
軽
に
足
を
運
ん
で
み
て
は

ど
う
で
す
か
。
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した。講師の林力さんは 

かかっていた父親が収容 

まうことが嫌で別れの挨 

た、大きくなっても、日夕 

父親に対して差別をして 

を恥と思わないときに本 
、ii　　　　　　　いうことを理解できるよ 

ことを公表することがで 「？し　　i‾ 

に二三一1－三 　　、100000“‾ � �　ませ、いまだ差別に う。もし、何も問題が無 
いでしょうか」と語って 

すごい大儀わいで

国

9しの

遠賀・

賀・中間地医農業祭が11月

催されました。

当日は、新鮮な野菜や水産物、

り、売る人・襲う人の威勢のいし

人気のある食材には多くの人が行

人権週間講演会　林　カさん

9日に遠賀町中央公民館で行なわれま

、子どものころハンセン病（当時　煽）に

所へと出発するとき、父親の前で泣いてし

拶をすることができなかったそうです。ま

分が差別されないよ う周りの人に嘘をつき

いたこともあったそうです。しかし、「恥

当の恥になる」恥を容認したことになると

うになり、今では父親がハンセン病だった

きるようになりました。

ついて話し合わなければいけないのでしょ

いとすれば、話し合う必要は無いのではな

くれました。

した 中間地区農業祭 � 

2。。曜艇場で聞　鰹揺額粥蟻 
苗木・植木の即売があ　　　　　　　　‡■i　ゝ－i 

、掛け声が飛び交う中、　　“i・裳寮生 

列を作っていました。∴菓臆題閥駆灘i芋 

心のこもった勝り勃

【 �（へ尊 � 

11着P－’ ′／－‾′　　　　　　　一子　＿ 

し－＿ 　′‾‾ －葛葛葛■ 

今年で4回宮を迎えました

国　　　　　　　おんが得トクまつり末恒例のおんが衛トクまつりが町内13固体の協力

のもと、12月15LlにJ R遠賀川駅前で行なわれました。

当日は、バナナの叩き売り、チャリティー餅つき、サ

イコロゲーム、のど自慢、抽選会、遠賀太鼓など数多く

のイベントが催され、訪れた人々も楽しんでいました。

固　　九州電力折尾営業所からの公衆街路灯寄贈れあいキャンペーン2002の一環として九州電力折尾

営業所が県道黒山・広波線沿いの緑光苑から尾崎交差点まで

の間に10灯の街路灯を設問してくれました。20年以上前か

ら続くこの事業は全国85か所の竜力会社が行なっていて、集

金事務から口焼振込みへと移行し、機会が少なくなった地域

住民とのふれあいを取り戻そうという思いがあるそうです。

街路灯を設証して明るくなったことにより、璃加している

チカンやひったくりなどの犯罪を少なくするためにかなりの

効果があると思われます。本当にありがとうこきいました。
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みんな購いていました
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▽
中
学
生

男
子

優
　
勝

第
2
位

女
子

優
　
勝

第
3
位

▽
一
触

3
伽

加
治
　
誠
也
　
1
0
分
2
7
秒

山
田
一
雄
　
国
分
2
9
秒

平
田
　
　
好
　
1
2
分
1
5
秒

坂
井
裕
加
里
　
1
2
分
3
7
秒

5
同

賀
鞘
－
ド
レ
ー
ス
大
会
8

1
2
月
8
日
　
（
日
）
　
に
芦
屋
町
祇
園
崎

運
動
広
場
で
遠
賀
郡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
小
学
1
年
生
　
l
同

女
子

優
　
勝
　
金
平
　
裕
希
　
4
分
1
5
秒

男
子

優
　
勝
　
中
川
　
弘
畠
　
4
分
2
2
秒

▽
小
学
2
年
生
　
1
鳳

女
子

優
　
勝
　
金
平
香
葉
桜
　
4
分
1
2
秒

▽
小
学
3
年
生
　
日
加

男
子

第
3
位
　
白
石
　
和
睦
　
6
分
0
0
秒

▽
小
学
4
年
生
　
常
山

男
子

優
　
勝
　
斉
藤
　
良
樹
　
5
分
4
7
秒

▽
小
学
5
年
生
　
2
同

女
子

第
2
位
　
藤
井
　
　
鰭
　
9
分
2
0
秒

男
子

優
　
勝

▽
仰
才
以
上

男
子

優
　
勝

第
3
位

▽
5
5
才
以
上

中
野
　
義
幸
　
1
6
分
2
9
秒

5
同

樋
山
　
清
文
　
1
8
分
4
3
秒

佐
藤
　
弘
之
　
1
9
分
1
7
秒

5
血

男
子

第
3
位
　
野
崎
　
華
輔
　
2
2
分
3
9
秒

賀
諜
坤
ル
大
会
■

1
1
月
1
0
日
　
（
日
）
　
に
遠
賀
総
合
運
動

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
地
区
公
民
館
長
連

合
協
議
会
主
催
の
地
区
公
民
館
対
抗
キ
ッ

ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
第
l
グ
ル
上
ブ
（
9
地
区
）

若
松
、
田
園
北
、
松
ノ
本
、
今
古
賀
、

遠
賀
川
、
広
漠
、
上
別
府
、
若
葉
台
、

浅
木

優
　
勝
　
松
ノ
本

▽
第
2
グ
ル
「
プ
（
1
0
地
区
）

鬼
津
、
尾
崎
、
田
園
南
、
別
府
、
中
央
、

木
守
、
東
和
苑
、
虫
生
津
、
緑
ヶ
丘
、

芙
蓉

優
　
勝
　
木
守

驚
。
催
腰
㊦
辞
典

冷

　

　

え

　

　

性

寒
さ
の
厳
し
い
冬
は
、
冷
え
症
の
人

に
と
っ
て
毎
日
か
つ
ら
い
で
す
ね
。

人
間
は
恒
温
動
物
で
あ
り
、
周
囲
と

の
温
度
差
が
だ
い
た
い
0
0
度
以
内
で
あ

れ
ば
自
力
で
体
温
を
維
持
で
き
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
冷
え
症
は
こ
の
体

温
調
節
機
能
の
ト
ラ
ブ
ル
が
原
因
で
お

ご
り
ま
す
。
仕
方
な
い
と
ほ
う
っ
て
お

く
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
を
引
き
起
こ

し
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で

冷
え
症
を
改
害
し
ま
し
ょ
う
。

◆
冷
え
症
に
伴
う
症
状
…
頭
痛
、
腰
痛
、

関
節
痛
、
肩
こ
り
、
肌
あ
れ
、
め
ま

い
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、
倦
怠
惑
、
多
汗
、

む
く
み
、
の
ぼ
せ
な
ど

e
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

●
衣
類
・
ピ
ッ
タ
リ
と
し
て
い
な
い
も

の
を
重
ね
着
す
る

●
入
浴
・
4
0
℃
前
後
の
お
風
呂
に
ゆ
っ

く
り
入
る

●
冷
え
症
に
効
果
の
あ
る
食
品
を
摂
る

・
ビ
タ
ミ
ン
C
‥
み
か
ん
、
い
ち
ご
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ピ
ー
マ
ン
、
イ
モ
類
な
ど

・
ビ
タ
ミ
ン
E
‥
穀
類
、
緑
黄
色
野
菜
、

豆
な
ど

・
代
謝
を
良
く
す
る
・
と
う
が
ら
し
、

に
ん
に
く
、
こ
し
ょ
う
な
ど
の
香
辛

料
、
ネ
ギ
、
玉
ね
ぎ
な
ど

対

　

　

策

●
ま
め
に
動
く
習
慣
を
つ
け
る

運
動
不
足
だ
と
、
筋
肉
で
の
熱
の
生

産
が
少
な
く
な
り
冷
え
症
に
な
る
要
因

と
な
り
ま
す
。
手
足
を
動
か
す
だ
け
で

も
血
液
の
循
環
が
良
く
な
る
の
で
、
毎

日
の
生
活
の
中
で
頼
極
的
に
体
を
動
か

し
ま
し
ょ
う
。

●
禁
煙
－
節
煙
を
心
が
け
る

た
ば
こ
を
吸
う
と
血
液
の
循
環
が
悪

く
な
り
、
冷
え
症
の
要
因
と
な
り
ま
す
。

●
足
湯
（
フ
ッ
ト
パ
ス
）
が
効
果
的

洗
面
器
に
4
1
℃
前
後
の
お
湯
を
1
0
伽

ほ
ど
入
れ
、
そ
の
中
に
両
足
を
5
～
1
0

分
間
入
れ
ま
す
。
途
中
で
温
度
が
下
が

っ
た
ら
、
お
湯
を
足
し
て
調
節
し
ま
し

ょ
う
。
終
わ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
タ
オ
ル

で
足
を
よ
く
拭
き
、
靴
下
を
履
け
ば
全

身
ポ
カ
ポ
カ
に
な
り
ま
す
。

●
足
指
体
操
を
し
ま
し
よ
う

床
に
タ
オ
ル
を
敷
い
て
両
足
を
の
せ

て
、
足
の
指
で
グ
ー
を
つ
く
る
よ
う
に

タ
オ
ル
を
強
く
つ
か
み
ま
す
。
次
に
パ
ー

を
つ
く
る
よ
う
に
足
の
指
を
大
き
く
開

き
ま
す
。
グ
ー
と
パ
ー
を
2
0
回
ほ
ど
繰

り
返
し
ま
し
ょ
う
。
足
の
指
の
付
け
根

に
は
自
律
神
経
の
通
り
道
が
あ
る
の
で
、

動
か
す
こ
と
で
活
性
化
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係
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回国回国回国回田回田
映画上映会

●と　き　1月19日（日）

●ところ　多目的室

●上映作品

『千と千尋の神隠し』（アニメ）

◇上映時間　午前10時30分～12時30分

眠っていた「生きる力」が呼び醒まされてゆく。

『シユリ』（韓国映画）

◇上映時間　午後2時30分～4時30分

北と南、歴史の壁に阻まれた男と女の物語。

絵本の読み聞かせ
●と　き　1月11日、18日、25日

（毎週土曜日）　午後2時30分～

●ところ　お話の部屋

㈲ニウッディ君からの

あIナきし乙おめきとうございます。
図書館に、インターネットでいろいろ知りたいことを調べる

ことができるパソコンを2台設証したんだよ。（利用は無料です）

利用する場合は、一人1回30分までで、図書館利用カードが

必要なんだ。

今年もみんながたくさん来るのを待っているよ。

来館者数が20万人を突彼したよ！

11（∽

回国回国固
◆一般書

『秋の猫』　藤堂　志津子著

ベットとの交流で、癒されてい

く姿をうつしだす5編の作品集。

膿謄巻韻』鳥羽　亮善
世をすねた美貌の浪人が持ち込ん

だ、江戸を揺るがす大捕り物小説。

『焼け跡のナポレオン』

ねじめ　正一著

戦時下の昭和、それぞれの「事

件」を抱えつつ、したたかに生き

抜く一家を描く。

『愛と永遠の青い空』

辻　仁成善

愛の復活を描いた長篇小説。

『誤診』親告綿雲
現役医師が赤裸々に描いた医療

現場の内幕小説。

『ももこの宝石物語』

さくら　ももこ著

宝石の神秘的な魅力を抱腹絶倒

のエピソードで綴る、ももこの爆

笑エッセイ。

◆児童書
『ピッピ“ポッケンの

ふしぎ図書館』

ヨースタイン・ゴルテル著

これから書かれる本を探すふたり

の冒険のはじまりを書いたよみもの。

『まじよのケーキ』

たむら　しける作

あたたかなお部屋で読みたい冬

の絵本。

●

図書館に来た人が11月29日に20万人になったんだ。20万人目の

来館者となったのは浅水に住んでいる石本広子さん。本は借りなく

て園部館で読んでいるんだって。これからも図書館をよろしくネ。

飯

詰嫡

日面

誤診

話題
園田園田

盛



情7
Living

Info…畦痛on

報

閣
役場　℡293－1234

屈赤qeT磨り
◇中央公民鱈

かな細字
1月31日まで

◇ふれあいの墓

01月31日まで　　○

ご存知ですか

国の教育ローン

入学に必要な資金のほか、授

業料や下稀代など任学に必要な

資金を融資します。

●対　　象

高校・短大・大学・各種学校

などに入学、または在学する

人の保護者

●融資限度額

学生一人につき200万iilまで

●利　　率　年16％

●返済期間10年以内

●問い合わせ

国民生活金融公庫八幡支店

℡093（641）7715

（∽12

く

ら

し
●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

の
び
の
び
（
幼
児
）
相
談

●
と
き
　
1
月
2
2
日
（
水
）

受
付
］
午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
満
1
歳
～
就
学
前
の
幼
児

●
内
容
　
身
長
、
体
重
測
定
、
保
健
師

に
よ
る
健
康
相
談
、
臨
床
心
理
士
に

よ
る
言
葉
や
こ
こ
ろ
の
発
達
相
談

（要予約）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
普
段
使
っ
て
い

る
お
も
ち
ゃ

エ
ン
ジ
ョ
イ
n
e
W
ス
ポ
ー
ツ
教
室

●
と
き
　
1
月
2
8
日
（
火
）

午
前
1
0
時
～
日
時
0
0
分

受
付
］
午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時

●
と
こ
ろ

遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
遠
賀
町
に
す
ん
で
い
る
人

●
内
容
　
レ
ク
ダ
ン
ス

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
運
動
で
き
る
服

装
と
靴
、
タ
オ
ル
、
水
筒

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

福
岡
県
寓
少
年
害
成
県
民
の
集
い

（
遠
賀
・
中
間
地
区
大
会
）

「
い
じ
め
」
　
や
「
非
行
」
　
な
ど
青
少

年
を
巡
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
そ
の
実
態
を
認
識
し
、

解
決
に
向
け
て
考
え
る
た
め
、
青
少
年

育
成
県
民
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
2
月
2
2
日
　
（
十
）

午
後
1
時
0
0
分
～

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
火
公
民
館

●
講
師
　
井
上
昌
俊
さ
ん
　
（
日
本
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
愛
媛
県
連
配
球
事
長
）

●
内
容
　
講
演
会
、
中
間
北
中
学
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、
シ
ン
ナ
ー
等

薬
物
依
存
症
支
援
剛
体
に
よ
る
相
談

コ
ー
ナ
ー

●
問
い
合
わ
せ

遠
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4

1
　
　
－
　
　
～
I
i
」

無
料
法
律
相
談
会

（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

●
と
き
　
1
月
2
7
日
（
月
）

午
後
1
時
～
4
時

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
弁
護
士
会
館

（
小
倉
北
区
金
田
〉

●
内
容
　
離
婚
・
相
続
・
金
銭
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
あ
ら
ゆ
る
法
律
相
談

●
相
談
担
当
　
弁
護
士
、
司
法
蕾
土

※
事
前
に
嘔
商
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
亮
着
順
）

●
受
付
　
1
月
1
7
日
（
金
）
　
か
ら

福
岡
県
弁
護
士
会
北
九
州
支
部

℡
0
9
3
　
（
5
6
1
）
　
0
3
6
0

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
人
権
係

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
八
二
一
i
八
五
七
七

福
岡
市
博
多
は
東
公
園
7
番
7
号

第
1
9
回
国
民
文
化
祭

福
岡
県
実
行
委
員
会
事
務
局

℡
0
9
2
　
（
6
4
3
）
　
3
4
0
3

国
民
文
化
祭
ふ
く
お
か
2
0
0
4

愛
称
幕
集

明
る
く
親
し
み
や
す
い
愛
称
を
募
集

し
ま
す
。

※
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

●
応
募
方
法

①
郵
便
　
（
ハ
ガ
キ
1
枚
に
つ
き
愛
称
1

点
、
愛
称
の
説
明
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
（
学
校
名
・
学
年
）
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
〉

②
F
A
X

O
9
2
　
（
6
4
3
）
　
3
3
9
8

③
E
メ
ー
ル

k
O
k
u
b
u
つ
S
a
－
㊥
p
r
e
二
u
k
u
O
k
a
j
p

●
賞
　
最
優
秀
賞
　
1
点
　
5
万
円

優
秀
賞
　
　
2
点
　
2
万
円

●
締
め
切
り
　
1
月
2
4
日
（
金
）

福
祉
の
職
場
説
明
会

●
と
き
　
2
月
7
日
　
（
金
）

午
後
1
時
0
0
分
～
4
時

琶
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
　
（
春
日
市
原
即
）

●
内
容
　
福
祉
施
設
等
と
の
面
談
、
求

職
登
録
、
求
職
相
談
な
ど

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

℡
0
9
2
　
（
5
8
4
）
　
3
3
1
0



教育委員会関係国圃回国園園
◆学校用務鮨幼鳥
▽仕事内容　学校一般用務

▽募集人数　4人

▽勤務場所　鳴門小学校・浅水小学校・遠賀中学校

▽勤務時閏　月雌一念鴫

午前勤務　午前7時30分～12時

午後勤務　正午一午後4時30分

※土曜・日曜に勤務する場合もあります

▽賃　　金　午前・牛後とも3，600円程度／日

◆心身厚害児鶴励貴
▽仕事内容　心身に障害を持つ児童の学校生活の介助

▽募集人数　2人

▽勤務場所　馬門小学校

▽勤務時同　月昭一金曜

午前勤務　午前7時30分～12時

午後勤務　正午～午後4時30分

※上鴫・日曜に勤務する場合もあります

▽賃　　金　午前・午後とも3，600円程度／日

心の健康づくり講習会
●とき・内容

①1月31日（金）　午後1時30分～3時30分

ストレス社会とその対処法
～生き生きと心豊かに過ごすには～

②2月7日（金）　午後1時30分～3時30分

心の病とその障害
一席への理解と配慮を考える～

③2月21日（金）　午後1時30分～3時30分

こころのバリアを考える・生きることi暮らす

こと・支え合うこと
～当事者活動を通じて～

●ところ　中間市保健センター（中間市中間）

●締め切り　1月27日（月）

●申し込み

福岡県遠賀保健福祉環境事務所

保健福祉課障害者福祉係

℡093（201）4162

FAXO93（201）7417

13の〕

◆図書整理貰
▽仕碧内容

▽募集人数

▽勤務場所

▽勤務時間

▽賃　　金

◆受付業務
▽仕事内容

▽募集人数

▽勤務場所

▽勤務時間

▽賃　　金

学校図評の整理等

1人

遠賀中学校

週2日出勤・1日4時間勤務

3，150円程度／LI

社会教育施設の窓口受付・竜話対応・清掃等

2人

勤労者体育センタ一・第2町民体育館

月13日程度　午前8時30分～午後5時

6，300円程度／iI

●締め切り1月24日（金） 

●募集資格 
・町内に住んでいる人 

・普通自動車免許を持っている人 

・18歳以上50歳未満の人 

●採用期間　平成15年4月1日～平成16年3月31日 

●申し込み・問い合わせ 

顧歴書に写真を添えて提出してください 
ノ　（面接日時は後日お知らせします） 

教育委員会学校教育課 

「人権教育のための国連10年」

講　演　会

1995年から2004年は「人権教育のための国連10年」です。

●と　き　1月24日（金）午後1時～4時

●ところ　飯塚コスモスコモン

（J R飯塚駅徒歩10分）

●内　容
・フォークグループ「マウンテンゴノラ」による

人権コンサート
・金　美鈴さん（評論家）による講演

「人間として生きる」
一不条理な世の中でどう主体的に生きるか一

●費　用　無料

●その他　手話通訳、要約筆記があります

●問い合わせ

福岡県保健福祉部人権・同和対策局調整課

℡092（643）3325



遇態㊨富井口蟹
ラストプレゼント　＿介護は親からの贈りもの＿

児童文学作家　飯田　栄彦　講演会

両親の介護の日々を通して、介護することの意味を実感し、

哀歓を分け合いながら、老いと死を見つめた児童文学作家飯　　嶋嶋∴ユニここ「へこi二
田栄彦さんの講演会です。

●と　き　2月10日（月）　午前10時～12時

●ところ　遠賀コミュニティーセンター

●費　用　無料

●その他　6か月から就学前までの子どもの託児有り

※2月5日（水）までに予約してくたさい

●問い合わせ　生涯学習課社会教育係

駿　　Happy

Birthday

募　集
このコーナーでは、

誕生日を迎える3歳

までのお子さんを募

集しています。純減

を希望する人は広搬

這三田飯事＝蛮ミエ多テしミグ云　発行Liの25i二間まで

誼息子高点点執輝美i軽く故㊧緩短くこ企画課企画調繕係

住宅・土地琉計調査の事前調査のために

調査員が回ります 
住宅や土地に関するさまざまな政策の基礎資料を 

作るため、住宅・土地統計調査が行なわれます。そ 

の事前調査のため、調査員が該当調査区を回ります。i 

ご理解とご協力をお願いします。　　　　　　　i 

i●とき2月1日（土）から　　i i●問い合わせ企画課企醜整係　i 

HappyBirthday　ぉたんじようぴおめでとう
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圃
莱
園
田

皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
2
1
世
紀
も
3
年
目
に
突
入
し

ま
し
た
。
私
が
子
ど
も
の
頃
に
思
い
描
い

て
い
た
2
1
世
紀
は
、
事
が
自
由
に
空
を
鵬

び
回
り
、
人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
仲
良
く
馨

ら
ず
と
い
っ
た
明
る
い
世
界
で
し
た
が
、

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
未
来
を
想
像
し
て
い
ま

し
た
か
。

今
、
私
が
思
う
未
来
は
あ
ま
り
明
る
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
漫
画
や
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
現
在
の
経
済
状
況
や
世
界

各
国
の
武
装
状
況
な
ど
を
考
え
る
と
、
先

行
き
が
騒
く
な
る
婁
素
が
多
す
ぎ
る
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
た
だ
心
配
す
る
だ
け

で
は
何
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
小

さ
な
こ
と
で
も
明
る
い
材
料
を
離
秘
的
に

見
つ
け
、
紙
面
へ
掲
載
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

今
年
も
「
広
報
お
ん
が
」
　
の
こ
愛
読
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（止）


